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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
の
対
応
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
「
第
七
波
」
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
中
、
今
回
の
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
に
お
い 

て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
、
確
認
し
た
く
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
二
〇
二
二
年
七
月
二
十
七
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感
染
者
数
の
報
告
書
を
発

表
し
た
。
同
月
二
十
四
日
ま
で
の
一
週
間
当
た
り
の
新
規
感
染
者
数
は
、
日
本
が
お
よ
そ
九
十
七
万
人
と
世
界
一
多
く
な
っ

て
い
る
。
岸
田
文
雄
内
閣
は
こ
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。 

 
 

ま
た
感
染
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、
併
せ
て
見
解
を

伺
い
た
い
。 

二 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
所
見
を
伺
い
た
い
。 

三 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
「
緊
急
事
態
宣
言
」
や
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
な
ど
の
行
動
制

限
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

 
 

ま
た
、
仮
に
行
動
制
限
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
人
数
制
限
な
ど
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
へ
与
え
る
影
響
に
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つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
所
見
を
伺
い
た
い
。 

四 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
続
く
中
、
「
故
安
倍
晋
三
国
葬
儀
」
で
は
世
界
各
国
か
ら
要
人
が
弔
問
さ
れ
る
と

考
え
る
が
、
特
段
の
制
限
を
行
わ
ず
予
定
ど
お
り
受
け
入
れ
る
考
え
で
あ
る
の
か
、
岸
田
文
雄
内
閣
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

 
 

ま
た
、
特
段
の
制
限
を
行
わ
ず
予
定
ど
お
り
受
け
入
れ
る
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
策
で
感
染
拡
大
を
防
止
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
、
併
せ
て
見
解
を
伺
い
た
い
。 

五 

二
〇
二
二
年
八
月
二
日
、
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
の
尾
身
茂
会
長
ら
専
門
家
有
志
が
、
「
第

七
波
」
が
拡
大
す
る
中
、
政
府
が
と
る
べ
き
対
策
に
つ
い
て
提
言
を
発
表
し
た
。
概
要
と
し
て
は
、
医
療
逼
迫
の
深
刻
化
を

避
け
つ
つ
、
社
会
経
済
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
を
政
府
が
選
ぶ
場
合
は
、
感
染
者
の
全
数
把
握
の
段
階
的
な
中
止
や
保
健
所

が
濃
厚
接
触
者
を
特
定
し
な
い
こ
と
を
容
認
す
る
な
ど
の
検
討
が
早
急
に
必
要
と
い
う
趣
旨
の
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
と
承

知
し
て
い
る
。 

 
 

そ
こ
で
伺
う
が
、
岸
田
内
閣
は
、
「
感
染
者
の
全
数
把
握
の
段
階
的
な
中
止
」
、
「
保
健
所
が
濃
厚
接
触
者
を
特
定
し
な

い
こ
と
の
容
認
」
、
「
一
般
医
療
機
関
の
診
療
へ
の
参
加
」
な
ど
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
の
専

門
家
有
志
か
ら
の
提
言
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
、
対
応
を
検
討
し
て
い
る
の
か
、
所
見
を
伺
い
た
い
。 
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右
質
問
す
る
。 


